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，
，
シ
ロ
唄
一
鼻
国
旨
日
昌
①
罰
は
填
閏
〆
昌
号
良
で
一
八
○
八
年
三
川
十
六
日
に
生
雌
、
竹
都
維
納
附
近
の
口
弓
写
侭
で
一
八
八
七
年
五
月

句

十
八
Ｈ
に
段
し
た
東
洋
畢
者
で
あ
《
ｇ
元
来
料
那
人
で
あ
っ
た
が
醇
侭
で
法
學
を
修
め
、
史
に
縣
學
を
學
ん
で
一
八
三
八
年
以
来
は
鰐

ダ

・
も
７
．

．
軒
さ
し
て
維
納
で
生
活
し
た
。
傍
ら
譲
博
な
言
諦
知
織
密
推
僻
し
て
約
百
八
十
価
の
學
術
術
群
を
大
部
分
は
一
八
五
一
年
か
ら
八
八
年
へ
‘

１
■
１

句

牡

Ｉ
掛
け
て
の
維
納
科
畢
學
士
院
刊
行
物
に
發
表
し
て
を
り
、
一
八
七
八
年
に
は
學
士
院
會
員
ご
な
っ
た
。
土
・
卦
古
語
、
日
本
語
、
愛
奴
諦
、

１

回

〃
ロ

』

コ
ク
ｊ

ｌ

絲
脆
語
の
交
典
榊
押
、
塒
に
支
那
ざ
Ｈ
本
心
権
迦
や
丈
畢
か
ら
の
制
諜
に
寄
與
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
慨
他
は
不
得
策
な
表
題
ご
奇
抜
な
刑

』

Ｊ

ノ

、

語
ご
に
よ
っ
て
媒
さ
れ
て
ゐ
る
。
の
、
・
・
・
ノ

妙
、
．
，

、
彼
が
支
那
難
に
於
け
る
業
紘
は
今
諭
ぜ
ぬ
が
、
日
本
染
に
占
め
る
地
依
な
る
も
の
を
槻
る
に
、
交
通
不
便
な
十
九
仙
紀
中
葉
に
遼
東
蚊

。
‐
、

、

凸
・
ノ

Ｊ

ザ

難
解
な
間
本
語
稗
得
の
糀
逃
は
結
果
の
未
熟
を
穫
う
て
隙
あ
る
も
の
が
あ
り
小
・
一
方
に
渦
の
十
数
年
先
韮
の
‐
，
の
肖
侮
ゥ
。
］
Ｑ
や
数
歳
年
挺
の
／
１

１

１

国
。
鷆
日
四
コ
国
ご
州
立
し
、
他
方
に
仰
の
一
仙
代
悲
弛
詞
。
切
目
達
楡
凧
を
Ｔ
っ
て
莱
な
も
の
で
あ
る
。
諭
耕
も
殆
買
奈
部
竹
か
ら
本
邦
へ

ニ

ヴ

、

Ｌ

少

、
も
附
來
さ
れ
て
ゐ
で
、
否
人
の
印
象
感
銘
が
濃
い
。
②
。

、画

、
〃
△

唯
學
上
の
群
作
は
符
い
て
も
、
彼
地
妓
初
の
愛
奴
語
文
法
を
公
刊
せ
る
、
③
琉
球
語
新
謀
架
神
上
梓
に
塞
與
せ
る
、
、
日
本
か
卓
翻
、

β

，
填
都
創
刊
日
本
紙
酢
蒋
、
〃
・
・
九
九

（
三
九
燕
一
．
）

１

１

町

ｊ
・

〆

1

澳
都
創
刊
日
本
語
群
書

卸
1F

、

！

且
△
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‐
吉
町
義
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１
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－
１

、

I

ｊ
１
１
本
機
は
四
折
版
（
縦
三
一
鞭
、
横
二
五
籾
）
で
あ
っ
て
扉
そ
し
て
序
文
計
十
二
頁
分
の
次
に
本
文
八
十
瓦
が
存
す
る
心
》
使
用
維
鳩
字

〃

は
凡
て
シ
目
名
画
機
を
以
て
し
て
あ
り
、
彼
地
製
作
の
漢
字
片
假
名
は
本
文
部
の
み
に
見
ら
れ
る
。

、

ｊ
，
‐
。
、

グ

タ
ー
光
づ
脈
に
は
（
以
下
」
・
符
は
改
行
簡
所
を
誌
す
）

８

」

幸

夛
＆
風
①
３
口
○
ず
」
月
旦
首
冒
昌
め
ｎ
ヶ
２
〕
ぬ
胃
胃
胃
．
」
ぐ
ｇ
こ
き
へ
垣
§
姉
壷
Ｎ
ミ
ミ
ミ
．
」
両
易
冨
冒
臥
①
２
１
中
」

。
↑
〃

●

０

‐
〃
急
局
ｚ
・
」
目
○
○
旨
曽
冨
ご
曼
ず
ｇ
ｏ
胃
』
⑦
⑦
Ｈ
ｏ
匡
匡
目
、
○
参
口
．
」
Ｑ
鼠
曽
。
迂
守
風
号
冨
、
．
、
、
淳
浄
向
罰
暮
ミ
営
§
．
」

、

、
．
丈
曜
研
究
錐
三
十
三
脚
一
○
○
（
三
九
五
一
・
ワ

課
に
は
噛
欠
、
少
仁
さ
も
先
鞭
の
築
粋
に
あ
る
は
間
よ
り
、
⑤
日
本
語
學
に
於
け
る
研
鑛
も
既
に
先
學
に
よ
っ
て
詳
細
細
介
さ
れ
て
ゐ

”
タ
グ
、

〃
て
、
⑤
此
庭
へ
冗
華
を
繰
返
す
迄
も
な
い
次
第
で
あ
る
。

自
分
が
今
收
て
駿
足
に
附
し
て
解
題
し
よ
う
ご
す
る
の
は
、
一
八
五
一
（
嘉
永
四
）
年
に
彼
が
四
十
三
歳
時
（
丁
度
筆
者
達
同
年
）
維

納
で
田
版
さ
れ
た
日
本
語
糀
撫
で
あ
る
。
初
冊
だ
け
で
中
絶
し
た
上
に
内
蓉
も
決
し
て
上
州
來
ご
竺
一
両
へ
ま
い
し
、
の
叉
先
縦
も
小
規

椣
の
刊
行
日
本
言
葉
紫
⑥
や
什
泄
的
の
稲
本
日
柵
僻
番
申
な
ら
既
存
す
る
が
、
兎
も
角
刊
行
大
計
飛
僻
書
さ
し
て
は
旗
く
斜
眼
系
亜
要

な
地
位
を
占
め
る
事
は
尊
砿
紀
憶
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
、

雷
①
一
一

僻
符
餓
の
内
容
価
値
を
捻
討
し
て
ゐ
る
。

‐
一
的
ｍ
一
・
〃
」

ど
十
行
に
亙
っ
て
立
斜
粥
で
印
刷
さ
れ
て
あ
る
。

～
入
序
文
は
維
馬
数
字
画
乃
至
雷
の
Ⅱ
付
が
あ
り
、

1

裏
は
白
紙
。
、
、
。

■

ぐ
。
月
旦
。
」
・
圃
目
の
夙
蔚
目
匡
亀
の
曽
局
．
ご
題
し
て
始
に
本
省
作
製
に
引
用
参
酌
し
た

I

』

h

’I



ﾉ

1 ノ

』
．
雪
“
‐
冨
旨
‐
芝
。
旨
‐
の
①
嵐
の
ご
‐
照
？
嘆
騨
。
【
和
漢
一
青
輝
押
言
字
老
】
は
四
号
。
昼
の
石
版
日
言
い
”
員
屋
、
冒
唱
画
の
茜
冒
冒
侭
①

３

に
よ
る
。
い
、
ハ

グ

、

グ

、

寺

画
．
園
‐
埼
旨
‐
、
目
白
‐
胃
ロ
【
僻
林
王
端
】
″
↑
ゞ
↓
！

、

‐
伊
團
冨
‐
匡
江
‐
吻
騨
‐
苫
’
酌
ご
【
早
引
節
用
集
】
．
・
Ｐ
、
、

Ｆ

Ｌ

ｌ

《
・
昌
の
呂
乏
‐
ぐ
。
§
”
ｇ
の
匡
嵜
冨
。
の
号
①
。
国
。
冒
且
の
９
急
ｏ
ｏ
ａ
①
号
ｏ
鼻
．
］
＆
・
扇
ら
【
蘭
語
諜
撰
、
文
化
七
年
〕
・
は
中
津

兎

、

ヂ

ノ

ー

〔
ｚ
画
冨
厨
（
ｚ
鱒
冨
‐
苗
匡
）
〕
【
奥
平
晶
画
圏
候
に
よ
り
上
梓
さ
れ
た
も
の
。
‐
、

ｊ

‘
、
．
ｚ
８
の
己
巨
胃
。
胃
冨
學
通
詞
用
の
も
の
で
刊
行
場
所
年
時
無
記
の
殆
ご
支
那
語
群
の
繭
語
跡
諜
。

も

右
に
於
て
は
書
言
字
考
が
最
重
要
な
る
ぞ
論
誰
し
も
外
に

Ｊ

ｑ

司
吋
．
ロ
匡
勇
８
ｏ
ｇ
－
ａ
Ｏ
錘
日
冨
闇
昌
．
ご
言
媚
目
①
旨
も
Ｏ
昌
目
①
．
”
○
ｇ
：
扇
尉
．

、

↑

、

６
・
凸

を
も
利
用
し
た
ご
断
っ
て
ゐ
る
。
・
・
、

次
に
脈
收
語
莱
に
附
し
て
は
純
粋
岡
打
日
語
の
外
に
沌
語
さ
の
汎
川
語
句
の
が
す
る
こ
ご
、
複
合
語
や
熟
語
の
性
慨
に
つ
い
て
の
説
明
、

〆そ
し
て
日
本
語
僻
替
に
は
需
耐
順
ご
物
鉱
脈
巴
に
よ
る
純
燕
が
あ
る
が
本
神
は
汚
剛
式
の
伊
呂
波
曰
‐
８
‐
毎
〕
に
從
つ
た
こ
Ｅ
、
地
名
人

Ｃ

Ｌ

Ｑ

。
，
、

■
“
■

狢
は
替
言
字
考
や
早
引
か
ら
、
博
物
額
は
巾
雅
僻
神
か
ら
採
っ
た
さ
し
て
あ
る
。
！

、

似
名
辿
〔
嗣
曾
’
。
“
‐
烏
烏
ら
に
就
て
は
、
、
§
（
蛇
）
嵜
菖
さ
す
る
様
な
方
・
一
両
兼
異
は
認
め
な
い
、
そ
し
て
語
洲
や
謡
雌
で
は
厚
》
ぎ
ゞ

Ｉ

１

恩
、
、
種
．
，
国
が
豊
員
、
ｇ
ｏ
・
鴬
ゞ
堂
》
う
に
鍵
ず
る
こ
声
）
も
稀
に
鼠
の
代
り
に
亀
鼠
が
通
爵
壁
の
代
り
に
哩
韓
が
叉
は
曽
へ
の
代
り
に
烏
種

夕

今

が
存
す
る
こ
こ
、
漢
語
に
於
て
は
極
左
の
帝
訓
鍵
化
あ
る
こ
さ
、
そ
の
他
の
鍵
化
は
綴
方
〔
・
司
昏
。
四
画
目
酔
い
。
ご
で
な
く
方
一
両
巳
巨
①
胃
‐

填
都
創
刊
日
本
諦
鮮
将
、
。
一
○
一
、
（
二
一
九
誠
一
己
、
‐

、

｜
ﾄ

1

1
1

、

、

‐
ｌ
ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ｌ
ｌ
，
Ｉ
ト
ー
Ｉ
６
１
Ｐ

イ

、
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、

・峅睡鋤‐《｜峰、醒帳卵Ｐ、》 や』蓉雪一今

娼窄三四画恥、情》 ぅ・劇・狽印瞳．葬聖《・嶬云奄塞．＋ 噌汽

叩一ｒｄ甑、塁や心細 呉・・吟．一士．印、韮以 心過替・言・

くゞ半・・皿・唖唾．、、く禦幻駕牛 ｔｒ〃ｅ、《 製や．，今． 岬・叩雄。、・’二二・卵・恥望．詞》 〃〆唾一

○↓堂蛭〃唖睡‐知鐸ゞ岬‐・鈴池 窄．畷・皿皿‐↓漿伽副印

ｅｌ睡唖恥ゞ率‐哩 一蝿・皿釧・唾“》鐸、池、

塁．陸、虹・叩↑蝶・卵・篝・恥 祁ｒＬｅ・ｅ、９ｂ

い》僻・業 ．．、・２Ａ

》挫吋峰加刀這心：梨心 ▲’しの．〉服’島〆１記Ｍ〔）

、峰》《軸》〃｜恥酔評一」蝿一‐恥

ｇ‘・ａし‐今

釧麹．Ａ・恥ｍ且ゞ、 鱈跨亡蛭塞

や蒜婦一Ｍ垂へ獄志ゞ‐唖毒一

七鐇咋坤函《｝照・評ゞ蛇・窪ま繧一

、、

咋津・趣恥麺幾㎡”一・一 心・叩一型幸三． 牽咋 差嶺匪叱恥。、三噸ｒ・逆 型二一」比“、恥幻・ｅ〃里 哩に権箏苓

萱一ｌｅ・町言に禧一 蝿『｜垂．、吐ｗ差ＦＤ、ノ ノ、剖硅Ｃ、北．ｏ等ｊ

℃『総力ゞ望凱、幹

ｆ－０

〃。一一》一…Ｇ》辛》．．》恥“》

農素‐喝』・寒 幻ｒゞ輯・ 《壷一睡

。

》蕪幻．．．．、ｄ

穀心至Ｊ 愚

い‐ｅＳ〉唾岬侭リハ７▲ 窒権猯－１Ａ

筐今骨幻．、鋤雄封即や』↑１． 噸・軸・呼α

謡・唖坐一》蹄・》／》⑳》恥晴》・〃挙一函総雫

扁《一ｅ

０谷言宅

型ｗく秤園凰

執台！型庭鑿國執：篭遇 やＸｅ冒里叩骨型唱‐ 門伊。．⑭§叩一齢一宗，麺。Ⅷ一こ執

・幼童令鴬帯Ｇ心．滞４Ⅱ造 穴、》ｊ

”・撚汽ｒ匙母卿

一
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』 《慨 詞 庁 で 讓 削 普 什

． ・ 蚤 澤 一 黒 、 一 い 門 ・ 毒 認 宇 宙 ‐ 域 ・ 斗 拓

ｓ 表 一 房 一 ・ ず 母 紫 ‐ 域 、 守 号 ‐ 済 ‐

囚 薩 癖 鋤 米 ・ 蝉 か 罪 ・ 蔀 鑪 珠 一 一

裳 寵 い － １ 卦 Ｔ ｌ 両 、 諜 吾 圦 砂 ・ 一 『 宇 与

挙 鶯 ・ Ｆ １ 】 ． （ ｆ 藻 夢 嘘 ‐ 汁 が 母 一 ｍ

ｍ ‐ 句 伽 岼 ・ 一 再 判 ‐ 葉 紫 琶 ｒ 、 。 、 邨 淫 山３ ． ． ． 一 肌 ↓ 聿 壼 Ｉ ｎ １ － ｊ 坪 壁 瞬 苓 《 、

錺 塞 ， 、 ｗ ， 嘔 穂 許 心 奉 韮 ： 割 幸ロ ヨ し ▽

雰 蒜 ． Ｌ Ｉ Ｈ‐ 詩 琶 副 ‐ ｎ ｉ ｎ Ｓ 吾 幸 一 流 鷲『 」 凸 ｕ ・ 俵 真 ｄ 強 誉 可 壕、

令 心 布 一 ＆ ・ ・ 三 ・ 嵐 ‐ ・ 三 、 受

ｕふ じ ３ ・ ａ． が 瀞 労 い い 輿 ・ 豆ｕ

ｓ Ｏ 讓 一 謎 ． 〃 。 奮 三 門 ‐ ↓

一 階 ９ Ｊ 昔 弘 “ 斗 十 ‐ 同 ｌ Ｕ 斗 斡 園 〔雌 ・

塗 ． 岬 ． 、 梨 ・ 母 尚 輿 価 。Ｌ

叩 ↑ 寵 ｅ さ ひ 齢 嵐 韓６
冒 屑 〔 や 面 贋 １ ｍ 一 基 ． 一 Ⅱ 。 Ｃ 一 二 一 蜜 一 ． 』 餌府 叩 請 戦 至 ． 吾 ） 行 濤 竈１ ｍ ｕ 、

帥 諦 評 浄 一 蚤 龍 、 籟． （ ご ゞ ’ Ｙ 。 ↑ 、 、

． 。 ． ｕ ・ 尋 、 ｒ 汁 両 替 ・ ・ 辱

司 Ｆ １ ｝ ・ 《 １ 、 餌 菫 ・ 裳 ・ 弐 嵐 於 く Ｕヴ

コ ー ｊ 吃 。 坪 二 一 障 輿 ‐ ． ， 尚

藤 恩 ‐ 》 ・ 一 》 》 》 一 ？ 》 語 、

鱈 源 ． Ｓ

一 一 一 ｕ
ｕ－ 牌 ３

ｕ
Ｓｎ 〉 １ ９

》 》 ． － “ ゞ 産 α 》 》 －

２ １か ｖ 、 Ｚ 〃 。

ｎ口 ） ｕ

学 員 ハ ８

認 一 行 へ ｄ
ｕ

ｅ 一 一 一 ” 古 一 ｓ （ 恥 ， ： 浅 “ 壼 吋 ． 懐 善

一 仲 、 〕 一 岬 零 添 奉 壱 弐 ． 津ハ 【 ご

吟 ｒ 々 。 】 同 一 ・ 挫 当 ゞ 蝶 一 再 一 ｍ 醒 蝶 ”抑 印 し

巧 ロ レ ■
ＰＣ 、 ０ ． ． ・ Ｓ 属 ・ 儲 諜 羊 嵐

璽 （ Ｕ 一 三 恢 一 壗 園 〔 一 号川 平 Ｌ ２ ． 一 ・ ．

山 、 ０ 、 〃 識 か 一 伽 ・ 篇 輿 強山 〃 輿 ． Ｓ 隣 “ 誌 一 一 一 ‐ 一 い， Ｖ 郷 塗 ． 働 く ↑ 譜 昨 Ｊ 可で ■ ■ 且 。 心 帥 押 可 匹
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一
、

ﾉ

』

』

'’

、
‐
牛
奥
卒
武
彦
教
授
「
明
治
六
年
維
納
版
邦
課
路
加
傳
祇
一
群
群
に
就
て
」
（
昭
和
三
年
一
月
『
噸
俺
明
流
文
化
研
究
』
錐
四
巻
簾
一
冊
）

亜
久
鰯
太
郎
氏
「
海
外
及
琉
球
に
於
け
る
型
杵
の
邦
諜
」
（
昭
和
九
年
一
月
．
『
同
志
斌
商
商
諭
叢
』
錐
九
桝
、
同
十
六
年
十
脚
初
版
『
日
本
近
世

／

英
學
史
』
所
收
）

蝶
川
変
博
士
「
推
楴
教
理
将
和
稗
の
雁
史
」
（
昭
和
十
年
七
月
『
丈
準
研
究
』
錐
十
二
桃
、
同
十
凹
年
二
月
節
一
刷
『
日
本
炎
畢
史
の
研
究
』
所

一
塑

〆
收
）
／

５
蕊
庭
與
三
郎
（
錐
村
）
「
趣
彦
が
作
の
蘭
課
に
つ
き
て
」
（
明
治
二
十
七
年
十
一
月
『
早
稲
川
丈
學
』
錐
七
十
五
雛
、
同
四
十
二
年
四
月
『
雀
を
ど

。
‐
リ
』
、
圷
内
雄
識
（
迩
遙
）
博
士
・
水
谷
秒
彦
（
不
例
）
『
列
仰
催
小
施
史
』
同
三
十
年
五
月
下
巻
所
收
）
は
さ
ま
で
の
名
作
と
も
聞
え
ざ
る
『
浮

世
形
六
枚
屏
風
』
の
所
洲
剛
課
は
澳
押
た
る
を
考
誰
し
て
ゐ
る
。
脚
に
「
綴
を
帝
叫
文
脈
」
明
治
叶
五
年
八
月
『
柳
率
和
彦
短
細
傑
作
集
』
緒

言
に
「
元
来
趣
彦
の
傑
作
は
艸
盤
紙
に
剛
る
多
し
、
中
に
も
浮
世
形
六
枚
屏
風
は
傑
作
中
の
傑
作
に
し
て
西
洋
各
凹
に
も
此
作
を
強
談
し
鯉
に
、

④
グ

酬
課
英
課
に
成
て
世
に
猪
商
し
」
と
あ
る
今
筵
杵
添
へ
て
を
く
。

、

．
布
川
巌
氏
「
松
剛
梅
彦
雛
刻
「
浮
世
形
六
枚
屏
瓜
」
に
就
て
」
（
昭
和
四
年
六
月
『
桝
物
の
趣
味
』
擁
凹
珊
）
錐
村
説
を
引
川
し
て
英
諜
本
等
を

入

蛎
腫
入
解
説
。

ノ

新
村
出
博
士
「
柳
亭
和
彦
が
浮
祉
形
圭
〈
枚
屏
風
の
臥
課
」
（
昭
和
五
年
一
卿
『
佛
教
丈
難
』
錐
三
雛
）
澳
英
佛
伊
課
の
諭
識
。

継
川
次
郎
致
投
「
瀞
世
形
大
枚
屏
風
の
淡
課
本
」
（
昭
和
派
年
十
二
Ⅱ
『
柊
物
の
趣
味
』
節
六
冊
）
獅
課
本
の
扉
や
内
群
の
鰯
坑
が
あ
る
。
脚
に

同
教
授
「
浮
世
形
六
枚
鮮
風
の
佛
課
本
」
（
同
七
年
三
川
同
繩
姉
七
冊
）
鰯
反
入
が
な
す
る
。

小
收
從
夫
殺
投
「
ブ
イ
ツ
ッ
マ
イ
エ
ル
の
日
本
文
畢
課
木
」
（
昭
和
七
年
五
Ｎ
『
丈
蕊
群
秋
』
節
折
年
節
韮
號
、
同
十
七
年
九
月
『
影
ぽ
ふ
し
』
、
大
金

合
一
、
川
即

ロ
ョ
ロ

填
都
創
刊
日
本
請
酔
番
一
○
玉
（
三
九
識
七
）

二
月
初
版
『
ア
イ
ヌ
の
研
究
』
所
收
）
‐

１

１

ｌ1
山

口

＝

、

、



、
一

I

～

「

●

1

Ｉ
I

丈
・
準
研
究
錐
一
二
十
一
二
稗
一
○
六
．
（
二
一
九
》
皿
八
）

車
疵
氏
宗
剛
辨
陸
椛
』
昭
和
十
三
年
三
Ｈ
所
耽
）
彼
の
捉
繩
振
の
例
稚
が
兄
ら
れ
与
亀
》

、

新
村
剛
岬
北
「
繭
葉
難
の
織
繩
」
（
大
平
十
年
十
一
月
『
心
の
北
』
箪
下
狼
巻
姉
十
一
號
、
‐
同
十
川
年
九
月
初
版
『
典
締
維
淡
』
、
昭

亦
〃
『
朝
世
陸
樅
』
所
收
）
お
よ
び
「
海
外
の
醐
葉
川
光
」
（
昭
和
八
年
川
月
『
繭
堆
築
排
雌
』
節
二
巻
、
同
九
年
三
月
．
『
典
繍
舷
拡
叩

『
典
縦
故
紙

菊
洋
季
生
氏
「
ロ
ー
爵
澁
鰹
の
大
和
欲
」
（
大
胆
十
川
年
七
冊
．
言
ｉ
一
．
宇
惟
界
』
錐
十
が
巻
錐
心
號
）
《
北
よ
び
昭
和
六
年
六
月
『
州
学
問
題
の

〃
ｆ
、

研
究
』
］
扇
頁
鰯
踵
－

，

１

・
６
新
村
出
博
士
「
駄
洲
に
僻
は
っ
剛
和
訓
栞
」
（
明
流
四
十
川
年
二
Ⅱ
『
我
而
畢
術
界
』
箙
二
十
二
巻
節
那
號
、
『
典
締
推
談
』
所
收
）
０

ロ

ク

ノ

武
藤
抵
職
沖
士
「
ド
ク
ト
ル
ホ
フ
↓
、
ン
伊
排
誠
及
び
一
三
の
彼
の
粁
脊
」
．
（
昭
和
三
年
五
月
詞
型
物
の
趣
味
』
鱗
二
冊
）
一
八
弧
九
年
維
納
學

夕

。
〆

士
院
報
蒋
搾
三
十
巻
に
於
て
国
一
国
日
画
爵
が
掲
げ
た
螺
都
創
刊
日
臨
酢
携
批
詐
諭
の
別
刷
表
紙
の
鐡
踵
が
あ
る
。

７
新
村
田
博
士
・
「
駄
洲
に
仰
は
っ
た
和
訓
栞
」
雑
越
六
八
瓦
下
、
所
收
本
六
六
’
七
瓦
「
又
既
刊
の
部
を
凡
て
も
、
共
出
来
楽
は
仏
拙
劣
な
の
で

、

あ
る
。
〔
中
略
〕
稗
に
勢
陽
大
酔
典
と
殆
ど
鉦
關
係
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
共
価
仙
も
至
て
少
い
の
で
●
の
る
。
」
．１

他
川
次
郎
致
技
「
国
○
電
ヨ
ロ
ロ
ロ
の
日
本
文
典
」
（
昭
和
二
年
十
一
月
『
永
”
物
の
趣
味
』
錐
一
冊
）
三
一
、
「
今
日
よ
り
兄
れ
ぱ
何
れ
も
我
紙
罐
番

と
し
て
は
左
し
た
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
『
」
、

グ

ノ

ブ
プ
ブ

８
吉
町
我
雄
「
鰍
人
刊
行
日
本
一
一
面
葉
築
舩
批
睦
」
上
中
下
（
昭
和
十
亦
年
那
月
、
十
一
月
、
同
十
六
年
川
月
『
読
祇
研
究
』
節
五
、
六
、
七
・
◇
八
雛
）

く
ｆ
く

、
９
］
Ｏ
言
目
屋
。
甘
』
卯
８
勺
ゴ
シ
ュ
⑦
言
晶
〕
冒
算
胃
匡
昌
⑦
印
○
号
Ｈ
昌
頭
①
目
⑦
旨
⑦
“
胃
胃
胃
回
天
自
国
号
軸
国
曾
一
言
．
陣
鼻
角
弓
彦
呂
．
届
８
．
，
．
，
凶
に

グ
マ

■
二

画
喧
鴇
琴
．
・
丙
専
息
寿
房
冑
勺
角
昌
碗
ｏ
毎
㈹
の
墨
く
牙
厨
号
匡
の
ゴ
ヶ
呉
冒
ユ
⑦
行
い
芦
。
ず
ず
画
口
号
○
胃
爲
呈
ｏ
ゴ
旨
旦
⑦
９
国
『
旨
の
ｏ
彦
①
冒
夛
角
房
的
⑦
宮
日
割
巨

〆

。
Ｆ
ｏ
口
径
○
口
．
と
あ
り
》
、
同
蒔
く
爵
厨
司
目
〕
凰
一
．
畠
弓
．
、
．
四
段
に
は
前
描
稲
本
僻
北
恥
の
表
題
は
Ｌ
、
胃
息
ミ
ミ
写
》
・
普
冒
ミ
肩
画
ミ
ミ
導

ｌ

●

伊

鷺
》
し
ミ
ョ
ミ
耳
青
・
浮
己
§
、
罵
曾
ｏ
員
匂
守
亀
員
も
愚
罵
冒
亀
当
一
息
ミ
言
＆
ミ
ミ
ミ
、
匂
な
る
郡
が
袖
足
さ
れ
て
響
夕
。
．
』

Ｉ

Ｌ
１

ｐ

４
ｆ
Ｊ
ｊ

■
垂
、
、
‐
１
１
１
１
〃
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
Ｐ
ｌ
Ｉ
１
１
〃
、

１
１

I

』
所
收
）

叩
川
叩
一
ｄ
ｒ
、
甦
臆
や
４

手
昨
（
函
，
，
列
’
一
Ｆ
ノ
ク
打

０

ノ

’
"

『左

’
h

ノ
グ

q
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裳 ‐ ！ 虹 罰 Ｓ 罰 再 噂 Ｉ Ｓ 仏 酋 さ 一 ・ 甑 ． 唖 ・ 酷 ｃ Ｔｕ 兜 虹 Ｏ Ｓ 壼 鱈 〔 五 ・ 輻 や Ｏ

雪 １ ． ， 一 先 異 捗 詞 津 嘘 的 ｌ ‐ 泥 ・ ” 心 ０ 、 瞳 ． 、 ‐

ｐ 』 津 画

室 血 ３ 、 ノ ｑ 凸 、 到 ぜ 哉 罪 灼 恥 祁 幻 ハ

、 唾 蝿 丞 轌 諦 一 一 評 珂 塞 碩 興 輌 玩 ・ 岬 、 唖 岬 幹 》 州 、ユ 紗 ・ ９ Ｓ 弱

＃ 一 脚 紬 ｕ 汁 箒 で Ｆ ｍ ・ 昭 ｄ 勺 一 癖 ｓ 諦 叩 ｃ ， 一 パ 心ｑ 、 蚤 》 ， 八 八 ｕ Ｂ Ｅ 二 二 参 ・ ｓ ！ ↑ 】｛ 》 』 『 》 Ｔ ■ 仏 ■ ？ Ｉ 廿蕊 ９ ９ Ｖ 、 房 ｓ ｄ 唖 Ｅ 帽 蛇ｕ ９ ， 言 Ｍ ・ 〆 尺 号 ． ． ｐ 一 銅 羽、 ・ ・ 吾 ． ！ ‐ ８ ￥ ． ｕ ｄ、 一 伝 ． ８ ０ ！ 、 再 」 ． ｌ↑ 』 Ｉ 『 一 〕 ・ 卜 ・ ・ 計 ｕ Ｏ ｕ 卜 ｇ ｕ

ｗ 一 価 帯 套 〃 ， Ｈ ｕ ・ 円 ・ 篝 謂 記 郡 ． ‐ － ， 歩ｇ Ｌ ｑ ゲ ０ １ １ ． 四 寺 Ｏ

Ｓ Ｉ 捗 済 雲 ． 唖 咽 Ｉ 堀 ↑ ８ ヨ ー 耐 ．

、 ム ｕ ワ ー Ｏ 《 一 二℃ Ｏ 虹 ６ １９ 唐 ” 月 Ｉ ， 。 ｎ配 澪 ・ Ｉ が Ｉ Ｕ１

． Ｓ 喫 睡 苧 、 ｊ 働 珂 唖 叩 哩 彗 母 ｉ 皿 ， （ 珂 稚

ａ Ｓ 鴬 ・ 蝿 函 輌 ‐ 皿 人 出 押 沙 壹 函 《 ・ 舵 ． ↑ 沖 訓 叩

や

Ｒ ・ 平 呼 愁 〆 需 Ｏ Ｂ Ｊ ０ ． Ｓ ｐ － ｎ Ｉ

ｆ

今 副 Ｇ 皿 皿 ． Ｊ 、 ｓ 蜜 ０ ０ ０町 峰 一 コ ． 唖 郵 叩 ・ 弱 が 也 哩 叩 添 皿辛 津 へ 、 列 ‐轌 峠 ｕ ９ Ｈ ｇ Ｓ Ｓ Ｓ ‐凸

で Ｕ 珂 諦 咋 池 ， Ｉ 唾 惟 堅ユ 抄 Ｈ ｕ

ｄ ｕ Ｉ ｒ １ 幸 ． ， Ｈ 〔 ９ Ｋ Ｉ 昭 一

⑨ 。 Ｉ 。 、 局ｚ ・ ｕ Ｕ Ｘ Ｓ 室 卵Ｆ ③

閥 Ｉ 。 員 ・ ０ ， ム ｕ 凸 九 Ｘ 則 ｒ 山庶 ｎ § Ｕ 串 凉 ． 獅 皿 ． ① Ａｎ ｑ ‐ ４Ｐ ８ 町 』 て § “ Ｓ ｑ １ 号 ９芦 ｅ 涙 寧 丁 《 ９ 計 一 一 《 Ⅱ １ 陣 ． Ｅ ３幸 ｕ 犯 ・ 誉 極 咽 ゞ 鵬 ・ ず ” ‐ 侭 １ ‐ 砂 ｉ ｎ 唖〕 ｒ Ｊ ｄ 庁 且 ９ ▼ １ ・震 取 円 涼 嘩 ぬ り ｕ ９ Ｓ ｇ ｎ

》 函 哩 美 辰 Ｏ 睡 潤 和 ． 、 今 員 鈍 に 諦 祠

っ 月 給 ９ ℃ Ｌ ６ 卜 Ｊ

ｊ ｏ Ｓ ・ 斗 除 一 一 ね ， １ 乙 奉 ・ 仏 錦 ぐ “ ・ 兜ｕ 卜 ０ １ ０

脚 一 一 》 簾 皿 ・ 呵 碓 函 屋 一 諾 、 》 。 の 九》 一 鎌 醜 債 ｕ 韮 Ｕ ｑ ｄ ｏ薫 昔 ↓ ｇ ｐ 一 仰 三 麺 一 ｓ 雲苔 Ａ ｕ 》 砿 ｎ 〃 ９句

麺 。 齢 一 三 Ｐ Ｃ 部 ． ． 剰 雲ｏ 篝 、 汁 Ｉ ｑ 、 ｕ ｚ “ ｑ、 圭 訴 」 Ｕ ｎ ｖ ７ １ Ｏ ユ で 、万 Ｉ ＩＰ ． ｕ ｆ ｑ ｌ ｎ Ｊ毒 （ ” 岸 伽浄 、 咽 ｇ 鉛 ． 《 苧 ｉ １時 〃 墓 ｐ ９ ダ 々 “ Ｐ ３ 菫９ ３ Ａ １ ９ Ｏ〃 諾 Ｖ ｐ ． 弄 蚤 Ⅱ ｏ グ ・ エ Ｐ 聡 一． 』 ， 胆 、 ‘ や Ｓ ・ 》 ， 《 ‐ Ｘ ｄ Ｕ 僧。 、 ゞ 唖 ぐ ″ Ｉ ｑ 叩 Ｉ ・ 配 ・ 可 ｐ ・ ・ ，、 ８ 今 汁 、 髪 ・ １ － 虹 、 Ｏ 《 。・ Ｕ ・ ・ ・ 罰 毒 Ｊ ９ 忍 ｄＴ ｑ １ Ｊ ｚ Ｐ Ｕ Ｕ 』 底Ⅲ Ｊ ｎ 》 』 訓 ” 帥 皿 Ｐ 万 《 、 ． 脂 ． 鈴迄 ． 鋸 、 ． Ｉ グ Ｓ ｘｌ ａ Ｊ ， 一 恥 藍 ． Ｅ ｕ ９ 『 ‐ Ⅲ’
○ 唖 ・ ・ 醒 玲 ユ い 一 三 皿 ． ． 函 ・ 卵 ” 〆 ． ジ 。 ｍ

“ 寺 ・ 《 中 ｄ 〆 ｌＴ Ｌ ■ す １ １１『 。 （ 》 ぺ い ） ｒ Ｖ Ｊ ｕ ・ 声 ｄ ｕ Ｊ Ｏ Ｉ ｕロ グ Ｙ １ Ｏ ｕ ５ ９ １ ９ Ａ 一 昨 燕３ 斗 房 三 ” 戸 １ Ｐ ｎ ， ９ ・ ６ ． Ｓ 人
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１

、

丈
Ｖ
雛
研
究
．
錐
三
十
三
戦
一
○
八
（
三
九
六
○
〕

Ｊ

、
ご
旨
Ｆ
Ｐ
ｚ
ｏ
固
め
と
三
行
に
刻
し
て
あ
る
。
、
・

焔
今
純
紅
毛
系
に
は
鵬
れ
な
い
立
端
に
於
て
も
、
辨
喚
人
日
細
研
究
史
と
本
邦
人
獅
冊
研
究
史
と
い
扱
力
も
拠
る
課
で
あ
る
が
、
剛
毅
交
流
し
て

目
●
完
確
を
胡
ま
れ
る
笹
で
あ
る
。
老
碆
心
か
ら
左
記
丈
離
を
附
記
抄
川
し
て
樅
く
。

１

宏
睦
正
次
救
授
「
脚
磯
學
上
に
於
け
》
・
鰍
米
人
の
立
献
」
節
三
Ｍ
（
明
治
四
十
年
九
″
『
叫
準
院
雑
遮
』
錐
拾
巻
錐
九
）
１
節
三
章
「
錐
二
期
偶

・
於
け
る
敵
米
人
の
日
本
蹄
併
究
」
一
源
血
「
併
し
岱
昨
に
於
て
は
、
英
人
は
、
猫
、
未
、
深
く
日
本
描
州
究
に
歩
を
弛
む
る
に
至
ら
な
か
っ
た

の
で
共
の
主
な
る
研
究
器
は
、
猫
和
燗
及
佛
硝
凹
で
あ
っ
た
。
獅
迎
の
如
き
は
、
併
昨
、
殆
、
奈
く
、
此
の
圏
外
に
。
ぬ
っ
た
の
で
あ
る
ｎ
」

上
川
闘
年
抑
士
「
獅
迎
紙
の
未
来
」
（
大
正
小
三
年
川
月
『
太
陽
』
鋪
三
十
巻
簸
川
雛
）
鰍
洲
大
戦
後
の
獅
祇
刈
落
と
佛
柵
中
心
を
粋
街
し
て
一

ノ

三
八
瓦
下
「
私
は
日
本
人
に
取
っ
て
雌
も
必
狸
な
る
外
側
冊
は
此
の
焚
柵
で
あ
っ
て
、
次
い
で
は
支
那
術
、
露
閥
亜
締
の
研
究
を
史
に
十
分
に

Ｊ
一

〆

１
行
ふ
邪
を
主
股
す
る
。
少
し
く
過
市
か
も
知
れ
な
い
が
、
猫
逸
柵
の
如
き
は
專
門
家
の
研
究
す
る
も
の
と
し
そ
別
に
艇
い
て
疵
い
も
の
で
あ
る

と
傭
ず
る
。
何
と
な
れ
ば
之
ま
で
の
獅
逸
肺
は
錐
二
の
希
脳
冊
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
死
し
た
る
簡
柵
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
で
今
日
以
後

の
獅
辿
紙
は
恰
も
新
希
臘
総
や
如
き
立
場
に
立
つ
も
の
と
穂
し
て
兼
火
へ
・
な
い
も
の
と
思
鱈
電
」
Ｊ

、

荒
木
幸
太
郎
氏
『
嘩
剛
幸
巫
古
蒋
腿
噛
倉
Ⅱ
鋒
・
於
大
限
毎
日
新
川
批
』
大
派
十
川
年
九
凡
の
α
・
冊
畢
に
開
す
る
も
の
凹
獅
逸
紙
五
六
瓦
「
諦

醗
の
中
で
蛾
も
後
れ
て
附
け
た
の
は
狐
逸
紙
で
あ
る
」
・

滴
本
岩
根
教
授
「
明
治
年
川
に
於
け
る
獅
利
及
和
猫
餅
審
に
就
て
」
（
昭
和
八
年
六
月
『
愛
蒋
一
節
一
叫
、
同
九
年
八
月
第
二
脚
）
折
迩
完
成
を

、
ワ

、
－
０

－

希
望
す
る
。
Ｉ
。
●

井
上
哲
次
郎
鯉
士
『
日
本
に
於
け
る
獅
逸
紙
研
究
の
起
原
及
び
其
の
發
歴
鴬
日
獅
文
化
協
介
‐
《
．
ン
フ
レ
ト
昭
和
九
年
九
月
）
や
殊
に
‐
。

６

、
毎
屯

山
岸
光
江
博
士
「
濁
逸
請
準
揺
蟠
期
の
こ
と
ど
も
」
（
昭
和
十
年
四
月
『
丈
蕊
赤
秋
』
節
拾
ま
年
節
凹
號
）
お
よ
び
「
日
本
に
於
け
る
棡
逸
研
研

一
巳
■
■
。
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《
の
、
ｂ
』
つ
と
ｍ
心
ふ
伝
」

同
博
士
「
大
躍
南
校
丈
ｆ
い
の
獅
逸
準
關
係
邪
攻
」
（
昭
和
十
門
年
氾
月
『
柊
物
展
望
』
錐
九
巻
錐
亜
號
）
ぃ
頁
上
「
併
し
英
佛
の
二
班
や
、
恐
ら
く

、
心

。
Ｚ
β

は
撚
四
亜
雄
に
比
し
て
、
綱
逸
諦
の
研
究
が
疵
に
幼
碓
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
雑
末
に
於
け
る
潤
迎
難
北
”
の
黄
弱
な
こ
と
に
よ
っ
て
も
樅

ロ

ノ

察
さ
れ
る
⑥
」
．
。

村
松
正
俊
教
技
「
繩
課
界
と
ド
制
シ
丈
準
」
（
昭
和
十
一
年
Ⅲ
月
『
桝
物
腿
蝿
』
錐
六
巻
錐
川
號
）
侭
立
上
「
然
る
に
ド
イ
ツ
丈
雛
の
雛
課
と
な
る

と
、
そ
の
勢
が
あ
ま
り
抵
は
な
い
の
は
ど
う
し
た
わ
け
で
あ
ら
う
か
。
尤
も
脈
課
迄
↑
鯉
ゐ
抵
は
な
い
の
は
ド
イ
ツ
丈
躍
ゞ
ば
か
り
で
な
く
、
蛾
も

詞
杵
及
し
て
ゐ
る
答
の
イ
ギ
リ
ス
丈
．
錐
で
も
雛
課
丈
學
と
し
て
兄
る
と
案
外
振
は
な
い
。
少
く
と
も
さ
う
い
ふ
感
銘
を
典
へ
て
ゐ
る
。
一
番
朧
で

あ
る
や
う
に
見
え
る
の
は
、
祇
準
と
し
て
ば
そ
れ
呪
脱
ぐ
杵
及
し
て
ゐ
な
い
フ
ラ
ン
ス
久
羅
と
ロ
シ
ア
丈
鯉
と
で
あ
る
ｅ
」
隠
面
上
「
（
上
略
）
英

／

／

一
○
九
‐
（
三
九
六
一
）

填
都
創
刊
日
本
紙
辞
杵
．

究
の
沿
革
」
（
帝
幽
學
化
院
『
確
術
州
兆
奨
勵
盗
金
及
郡
業
使
磁
』
昭
和
土
一
年
四
月
）
へ
は
次
の
記
鞭
を
姉
・
ず
」
面
白
い
・

今
村
明
恒
博
士
「
わ
が
祁
先
を
柵
る
」
（
昭
和
土
一
年
十
月
『
キ
ン
ゲ
』
嬢
十
三
巻
策
十
二
雛
）
ｇ
ｏ
頁
「
五
泄
の
加
は
、
噸
締
だ
け
の
知
識
で
秘

文
詮
謀
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
抄
が
我
邦
に
於
け
る
糊
丈
和
課
の
始
で
あ
っ
た
。
六
世
の
帆
今
村
市
兵
術
は
同
じ
く
新
井
白
洞
に
イ
グ
リ
ャ

ー
．

、

正
叩
の
辿
課
を
し
、
や
魁
亦
府
氷
の
命
を
受
け
て
薬
に
”
を
課
し
た
。
こ
れ
が
即
ち
洋
飛
”
紙
裸
の
噛
欠
。
戒
に
享
保
年
側
の
》
こ
と
で
あ
る
。
」
！

山
岸
光
江
博
士
「
日
本
に
於
け
る
糊
逸
魂
叩
研
究
の
沿
革
」
（
昭
和
十
四
年
十
一
月
『
猫
逸
丈
畢
』
節
三
年
箙
三
鮴
）
ひ
瓦
「
（
上
略
）
蠅
畢
博
士
今

村
明
恒
氏
が
立
ち
あ
が
っ
て
、
今
祇
の
あ
っ
た
始
め
て
〔
明
和
八
年
〕
潤
逸
猫
を
捉
臓
化
し
戒
ふ
し
た
今
村
源
右
獅
門
こ
そ
は
我
が
迩
世
の
祁

で
み
る
と
い
は
れ
た
峠
に
は
、
私
の
鷲
い
た
の
俵
勿
施
の
こ
と
、
・
竝
恥
ゐ
る
我
が
剛
の
砿
準
を
網
羅
し
た
同
院
金
肥
皿
満
氏
も
一
同
ど
つ
と
吠
笑

、

さ
れ
た
。
」
一
貴
凋
導
岬
の
準
禰
は
斯
く
の
如
く
早
く
拭
み
ら
れ
た
に
も
係
ら
簿
そ
の
藍
笈
を
兄
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
不
川
齪
で
あ

る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
露
西
亜
椛
皿
や
共
柵
の
如
く
、
外
交
上
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
主
と
し
て
學
我
の
蒋
撫
内
に
限
ら
れ
た
た
め
で

１

、

■
１
‐
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、
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､

丈
嬢
研
究
錐
二
一
十
二
一
戦
一
一
○
（
三
九
六
二
）

燗
や
ド
ィ
。
シ
締
と
述
っ
て
？
フ
・
ン
〆
柵
で
脱
藩
の
戒
酌
る
人
が
比
岐
的
少
く
、
ロ
シ
ア
硫
叩
に
於
て
は
更
に
少
い
と
い
ふ
州
係
上
（
一
ｒ
略
）
」
同
互

下
「
と
こ
ろ
で
邪
か
皿
上
一
稀
振
は
な
い
の
は
、
や
は
リ
ド
ィ
ッ
丈
畢
で
・
め
ら
う
《
（
中
略
）
こ
和
は
ド
イ
ツ
文
理
の
比
岐
的
岬
赫
川
な
の
と
日
本
に

／

於
け
る
ド
イ
ツ
細
研
究
の
深
さ
に
反
比
例
し
て
あ
吉
り
に
貧
弱
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
、
め
ら
、
っ
・
」
思
瓦
上
「
ド
イ
ツ
緒
研
究

の
礎
な
の
に
反
し
て
そ
の
丈
斑
』
蛎
雛
課
の
少
い
こ
と
ば
、
ド
イ
ツ
祇
叫
を
艇
ぷ
も
の
が
多
く
技
術
、
鰐
鍵
『
、
一
韮
脚
樂
、
折
叩
郷
あ
方
面
に
北
つ
た
か
ら

で
↑
の
ら
う
心
擁
諜
だ
け
に
つ
い
て
い
へ
ぱ
、
婦
睡
鰹
一
の
雛
搾
は
ド
イ
ツ
丈
朧
の
雛
課
の
う
ち
第
一
を
占
め
る
で
あ
ら
う
。
‐
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、
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